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放浪の文人・細川林谷筆「西国順礼詩画帖」について
一五三
はじめに
　
江戸時代も後期になると、旅で目にした風物を写生して画嚢を肥
やしたり、行く先々で各地の文化人と交流を深めた画家が数多く現れる。本稿で取り上げる細川林谷（図１、一七八二︲一八四二）もまた、生涯を通して日本各地を遊歴し、その旅情を漢詩や絵 に托して表現した人物の一人である。画家と ての知名度こそ低いものの、江戸後期を代表する篆刻家として日本篆刻史にその名 留めている。
　
讃岐に生まれた林谷は、
同郷の阿部良山（一七七三︲一八二一）に篆刻を学ぶ傍ら、絵画や漢詩の制作についても幼少より
研鑽を積んでいた。実際、数多くの絵画作品が遺っており、その清らかで飄逸とした画風は、在世当時から現在に至るまで一部の熱烈な愛好者に支持されて る　
故郷の讃岐における林谷顕彰は進んでおり、 『讃岐史談』第六巻
第一号「細川林谷研究号」 （讃岐史談会、一九四三年）は、郷土に伝存する資料に基づく貴重な研究書となっている。近年では、高松市歴史資料館にて、林谷作品を多数公開した初の回顧展「旅する文人
　
細川林谷
　
―その書画と篆刻―」展（二〇〇九年）が開催され、
その翌年には、同展を担当した堀純子氏が「印聖・細川林谷について」と題した口頭発表を行っ い
る
）（
（
。とはいえ、美術史において林
谷の絵画が論じられることは少なく、現在のところ、研究論文としては河野元昭氏 「細川林谷筆
　
浅間山真景図」があるのみであ
る
）（
（
。
　
讃岐には殆どゆかりのない筆者であるが、昨年度開催 携わった
「會津八一コレクションの近世書画」展にて林谷の描いた「探梅巻」を目にし 以来、林谷という人間に強い関心を抱いてい
る
）（
（
。本
放浪の文人・細川林谷筆「西国順礼詩画帖」について
久
　
保
　
佐知恵
図１　諸熊秋琴筆
「林谷先生小像」
一五四
稿では、先行研究を踏まえながら林谷の伝記を改めて整理すると共に、その新出作品「西国順礼詩画帖」を考察することで、生涯を旅に捧げた林谷の人間像に少しでも肉薄したいと思う。
一、細川林谷の伝記資料
　
林谷の伝記を研究する上で第一に参照すべき資料は、 『詩鈔印
譜』 （一八四六年序）所載の阿部縑洲著「林谷山人遺稿序」 （以下、「遺稿序」 ）である。 『詩鈔印譜』は林谷の没後、林谷の養子で篆刻家の細川林斎（一八一五︲七三）の求めに応じて 林 と旧知の仲にあった阿部縑洲 七九三 一八六二） より、林谷の漢詩文の遺稿と印章を編纂して刊行された。縑洲は林谷 篆刻 師・阿部良山の子で、篆刻家として大坂を中心に活躍した人物である。 「遺稿序」には林谷の足跡が具体的に記されているので、まずはこれに基づき林谷の略歴を簡潔に述べよ
う
）（
（
。
　
林谷は廣瀬氏に生まれ、後に細川氏を継いだ。名を君潔、字を痩
仙あるいは氷壺と言う。通称は春平だが、後に俊平と改めた。林谷は号の一つで、他には、林道人、忍冬葊、三生翁、白髪小兒、天然画仙、不可刻斎、有竹家など数多くの号がある。讃岐国寒川郡石田村の人である。同郷の阿部良山に篆刻を学ぶ傍ら 良山の家訓に従い、画家の長町竹石（一七五七︲一八〇六）と漢詩人の後藤漆谷（一七四九︲一八三一）にも師事した。若くして「探奇の志」があ
り、飄然として故郷を辞し、西国を遊歴した。長崎に至った後、さらに諸国を遊歴 、遂に江戸において篆刻の第一手と称せられた。しかし、探奇の志は消えることなく その後も全国各地を遊歴し続け、最期は江戸で没し
た
）（
（
。
　「遺稿序」は林谷の没年を天保十四年六月十九日と伝えるが、これには異説がある。東京都港区神谷町光明寺に現存する林谷 墓碑には以下のように刻まれている（□は欠損のため判読不能の文字を示す） 。
　　　
人名潔字
 　　　　　　　　　　　　　
  刻鳴
　　
于世以天保十三年壬寅六月十九日
  　
壽六十一
　　
埋骨於此
　　
牧野黙庵古愚誌
　
　　　　
  綱書
　　
牌面糟谷磐梯隸
　
　　
  建
　
この墓碑銘によれば、林谷は天明二年（一七八二）に生れ、天保
十三年（一八四二）に六十一歳で没したことにな
る
）（
（
。さらに、松崎
慊堂著『慊堂日暦』のうち天保十三年七月朔日の条には「林谷死す。六月十九日。子
井ママ
斎細川訒また篆刻を継ぐ、二十七八歳」とあ
る
）（
（
。
縑洲が林谷の没年を誤ったとすればいささか不可解だが、本稿で墓碑銘に従って林谷の生涯を辿ることとする。　
さて、林谷に関する同時代の文献資料として、林谷と同郷の漢詩
人・菊池五山（一七六九︲一八四九）が著した『五山堂詩話』巻十
放浪の文人・細川林谷筆「西国順礼詩画帖」について
一五五
（一八一六年刊）の記述をまず紹介しておきたい（傍線筆者） 。
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傍線部を抄訳すると、林谷は篆刻を生業としていたが、余技とし
て山水画を描いており、その絵には深い趣があった。生来漫遊を好み、立ち居振る舞 は飄逸として、自ら「仙風道骨有り」と称していた。かつて京都に滞在した時 東山の山麓に寓居し、そこから眺める景色を愉しんでいたが、程無くして退去した。今は江戸に住んでいるが、馬の行き交う埃っぽい街中に居を構えている。林谷こ 、天界から人間界へ流された仙人と言えよう。林谷はある時、昔日を憶って東山の山房図を描き、自作の漢詩を題した。以下にその題詩を記そう。 「戸外の青山は私の兄弟 ある。去来する白雲 日に日
に心をとらえて離さない。筆牀と茶釜があれば私の人生は十分に足りる。世間に向かって名を明かすなど煩わしいことである」 。　
実際に林谷が京都の東山に寓居していたのは三十代初めの一時期
だったようである。林谷三十二歳の時に刊行された『平安人物志』（一八一三年刊）には、 「篆刻」の項に「廣瀬君潔
　
字氷壺号林谷
　
今遊尾州」とあ
る
）（
（
。 「今遊尾州」という記述はいかにも飄然とし
た林谷らしい。その後江戸へ移った正確な時期はわからないが、『江戸當時
　
諸家人名録
　
初編』 （一八一五年刊）には、 「追加」の
項に「篆刻
　
林谷
　
名君潔字
水ママ
壷
　
京師人
　
中橋廣小路
　
廣瀬春
平」とあ
る
）（1
（
。この記述により、三十四歳の時にはすでに江戸に寓居
していたことがわかる。　
林谷に関する他の同時代資料としては、田能村竹田著『竹田荘師
友画録』のうち「林谷」の項がつとに知られている（傍線筆者） 。
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こちらは既にいくつかの先行研究において解説されているので、
本稿では傍線部に若干の注釈を施すに止めた
い
）（1
（
。
　
まず「昨年京都に入り、篆刻の技が益々精熟した」とあるが、後
述するように、ここでの昨年とは天保二年（一八三一）を指しており、同年二月から四月上旬にかけて、林谷は旧知の仲にあった田能村竹田（一七七七︲一八三五）や頼山陽（一七八〇︲ 二 らと交遊した。山陽は竹田と同じく、林谷の篆刻を殊のほか賞賛した人物の一人であり、 「頼山陽は 林谷が最近刻した印章を見た途端、衣を整えて拝んだ」という一節について 、 『竹田印譜』や竹田筆「亦復一楽帖」 （寧楽美術館蔵）の自序にも同内容の記述があ
る
）（1
（
。
山陽自身もまた、とある友人へ送った書簡の中 「此人飄然仙骨江戸には惜しき人物に候へ共、只今にては、江戸にて爭
二
一二
一
候
篆刻家と申こと不
レ
及
レ
申候」と述べ、林谷の人柄と篆刻の技を評
してい
る
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さらに竹田は、林谷の絵画についても「潤いがあり、自由気儘で
飄逸としていて、俗っぽさが全くない。思うに 林谷自身の人柄と酷似している」と評し、西竹坡（一七七九︲一八四三）から購入した趙丕烈筆「山水図冊」にまつわる逸話を紹介している。その「水図冊」が実は、林谷による偽作であ こと 広江秋水（ 七八五︲一八三四）から知らされた時、 「私は愕然 したが、却っ 感服してしまった。己の鑑識眼の甘さを歎くよりも、林谷の画技の超絶を深く喜んだのである」という一節からは、林谷に対する竹田の敬
愛のほどが窺える。
二、林谷の旅と作品
　
これまで筆者が調査したものは四十数点ほどであるが、林谷の絵
画作品には竹図と山水図が多いように思われる。特に山水図は、旅で目にした風物を描いたもの 大半を占めている。以下、旅と旅に取材した作品に注目しながら、林谷の略年譜（表１）を作成した。　
未だ不完全な内容ではあるが、林谷がいかに生涯にわたって旅を
し続けたかが一 瞭然とするだろう。さらに林谷が、同じ旅に取材した作品を繰り返 描いたこともわかる 例えば、文政十一年（一八二八）夏から翌年春にかけての北国遊歴については 構図や彩色の点で微妙に異なる作品が複数遺っ いる。その一 「北越山中図」 （図２）には、会津から二本松へ行く途中の雪山を、そりに乗って滑降する朱衣の人物の姿が見える（図３左） 。画面上方、薄墨の筆をべたべたとなすり付け ようにして描かれ 部分は、寒さに凍てつく分厚い雪雲を表現しており、その無邪気な筆さばきには「意に随つて飄逸」という竹田の評が相応しい。図２を横長の画面に描いたのが図４であ
る
）（1
（
。やはり画面中央に、そりを押してもらう
朱衣の人物が見える（図５左） 。　
ところで、数ある林谷の旅の中でも、長期間・広範囲にわたる大
旅行と言えるものが二つあ 。ひとつは文政十一年の北国遊歴、そ
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表１
　
細川林谷略年譜
年号／歳
月日
林谷に関する事跡
天明二年（一七八二）一歳
讃岐国寒川郡石田村に生まれる。
文化三年（一八〇六）二十五歳
四月
「朱竹図」を描く
）（1
（
。
文化五年（一八〇八）二十七歳
秋
長崎を旅し、来舶清人・朱柳橋と交流する
）（1
（
。
文化七年（一八一〇）二十九歳
二月
大原東野編『名数画譜』に山水図と篆刻を寄せ
）（1
（
。
秋
長門国赤馬関を旅する
）（1
（
。
文化十年（一八一三）三十二歳
十月
この頃までに京都 山に寓居。尾張国を旅する（本文参照） 。
文化十二年（一八一五）三十四歳
この年、江戸中橋広小路に寓居（本文参照） 。
文化十三年（一八一六）三十五歳
菊池五山編著『五山堂詩話』巻十に自作の漢詩が載る（本文参照） 。
文化十四年（一八一七）三十六歳
三月
爽軒と隅田川で舟遊びし、 「隅田川真景図」を描く
）11
（
。
文政十年（一八二七）四十六歳
十二月
『帰去来印譜』の引（小序）成る
）1（
（
。
文政十一年（一八二八）四十七歳
夏
信越・東北へ旅に出
る
）11
（
。以後、北国遊歴で目にした風物を
「林谷山人紀遊漫画」 （図２） 、 「碓氷峠図」 、 「姨捨図・北越山中図」 （図４）など 描く
）11
（
。
文政十二年（一八二九）四十八歳
三月二十一日
江戸神田で発生した己丑の大火で罹災。これを機に九州へ旅に出る。以後、 「西国順礼詩画帖」を描く（本文参照） 。
文政十二年（一八二九）四十八歳
長門国赤馬関を過ぎる（本文参照） 。
九月十五日
長崎の諸熊秋琴を訪ねる（本文参照） 。
天保元年（一八三〇）四十九歳
一月六日
薩摩国阿久根を過ぎる（本文参照） 。
一月十五日
大隅国桜島を過ぎる（本文参照） 。
六月
九州を旅した後、故郷高松へ墓参りに行く途中、広島で頼山陽と二十年振りに偶然再会する
）11
（
。
七月
松斎のために「梅渓書屋図」を描く
）11
（
。
秋
若き日に故郷を辞して以来、初めて讃岐に帰省し、兄・太左衛門と共 、父・義平の墓を建てる
）11
（
。
十二月三十一日
高松にて友人らと年越しする（本文参照） 。
天保二年（一八三一）五十歳
一月
高松で「竹石図」を描き 久家暢斎が題詩を寄せる
）11
（
。
二月
摂津国生田を過ぎる（本文参照） 。
二月二十一︲五日
この頃までに京都三条橋に寓居。頼山陽、小石元瑞、浦上春琴、小田海僊、宮原潜叟、関藤藤陰 大和と伊賀の国境に位置する月瀬で探梅する
）11
（
。
三月十二日
頼山陽、田能村竹 、雲華と京都嵐山で観桜する
）11
（
。
三月
小石元瑞のために「探梅巻」を描く
）11
（
。
四月一日
頼山陽から「嬾襄」印の手直しを求められ
）1（
（
。
四月二日
頼山陽に「鹿村樵」印を彫るよう依頼する
）11
（
。
四月七日
この頃、京都を出発する
）11
（
。
七月二十二日
尾張国へ旅し、熱田にて山本梅逸、藤堂龍山・凌雲父子と舟遊びをする（本文参照） 。大坂の阿部縑洲を訪ね 江戸へ帰る
）11
（
。
一五八
天保三年（一八 二）五十 歳
九月
久家暢斎の私塾玉蘭社の祝宴に参加する
）11
（
。
十二月
山内香雪のために「月瀬梅林詩画帖」を描く
）11
（
。
天保五年（一八三四）五十三歳
夏
越中国高岡を旅し、上子心竹のために「墨蘭図」を描く
）11
（
。
天保六年（一八三五）五十四歳
春
長門国を旅し、 「竹蘭石図」を描く
）11
（
。
五月
長門国の客舎にて、渡邉梅痴のために「奇石図巻」を描く
）11
（
。
七月
長門国からの帰途、大坂の阿部縑洲を訪ね、冬まで同地で過ごす
）11
（
。
十月
大坂の客舎にて「中国山水図巻」を描く
）1（
（
。
天保七年（一八三六）五十五歳
三月十日
紀伊国熊野を旅し、各地で見た風物を「山水図巻」に描く
）11
（
。
三月
伊勢国松坂を旅し、各地で見た風物を「山水図巻」に描く
）11
（
。
七月
西遊からの帰途、 客舎にて 「林谷山人自画賛竹図巻」 を描
く
）11
（
。
この年、江戸芝神仙座に寓居する
）11
（
。
天保十一年（一八四〇）五十九歳
十月七日
江戸にて、大槻磐溪の来訪を受ける
）11
（
。
天保十三年（一八四二）六十 歳
六月十九日
江戸三味線堀の寓居にて没する。享年六十一。
弘化三年（一八四六）
六月
『詩鈔印譜』の阿部縑洲著「林谷山人遺稿序」成る。
図４　「姨捨図・北越山中図」対幅のうち「北越山中図」
（（.（×（（.（㎝紙本墨画淡彩高松市歴史資料館蔵
図５　図４部分 図３　図２部分
図２　「林谷山人紀遊漫画」全 （（ 枚のう
ち「北越山中図」（（.（×（（.（㎝紙
本墨画淡彩高松市歴史資料館蔵
放浪の文人・細川林谷筆「西国順礼詩画帖」について
一五九
してもうひとつは、北国から江戸の寓居に戻って間もない文政十二年三月、江戸神田で発生した己丑の大火における罹災を契機として敢行された西国遊歴である。本稿で紹介する新出の「西国順礼詩画帖」はま に、この大旅行に取材 作品 一部であった可能性が高い。
三、細川林谷筆「西国順礼詩画帖」について
（一）基礎情報　
全六十二図から成る本作は、行く先々で目にした風物を林谷特有
の軽妙な筆致によって描くと共に、各図の上部に題詩を記している。図中 山や島に名称を書き添えたり、題詩に年月日を明記したものが多々あるため、旅先や旅の時期を特定することが可能である。な
お、題詩は全体として、語句を修正するなど推敲の跡が目立つことが注目される（図６） 。使用印は「林谷」印（図７）と「潔」印（図８）の二顆で、どちらか一方あるいは両印を捺す。各図下隅の朱文印は鑑蔵印と思われる。興味深いことに、各図の余白には漢数字によって番号が記されており、 「一」から「廿八」と続いた後、再び「一」から「三十四」と続く。おそらくは旅程を示すも と思われるが、林谷自身の筆でない可能性があるので断定はできない。検討の余地はあるものの、本稿では、前半部（全二十八図）と後半部（全三十四図）がそれぞれ 相接する時期に敢行された一連の旅行記と仮定した上で考察を進める。（二）各図の旅先と旅の時期　
ここでは、各図の内容から特定しうる旅先と旅の時期を、地図を
見ながら確認してみたい（図９） 。なお、各図の余白に記された漢数字の番号は、以下アラビア数字に改めることとする。　
まず、前半部の旅先は高松（１、２、５︲７）に始まり、灘浦
（８） 、生田（９） 、布引滝（
（0、
（（） 、嵐山（
（（） 、大津（
（（） 、矢
橋（
（（） 、三上山（
（（） 、不破関（
（（） 、伊吹山（
（（） 、磨針峠（
（0） 、
熱田（
（（） 、甲州（
（（） 、諏訪湖（
（（） 、八ヶ岳（
（（） 、金峰山（
（（）
と続き、富士山（
（（）に終わる。
　
これらの中で旅の時期が判明するのは八図 ある。まず、冒頭の
五図の題詩には 故郷高松で旧友と共に漢詩を詠んだこと（１、２、
図６　「西国順礼詩画帖」全 （（ 図
のうち「磨針峠図」（（.（×
（（.（㎝紙本墨画淡彩個人蔵
図７図８
一六〇
６） 、同地で年越ししたこと（５） 、二十年振りに帰省した故郷を去ったこと（７）が記され
る
）11
（
。林谷の略年譜（表１）を参照すると、
初めて高松に帰郷したのは天保元年秋から翌年初春までとわかるので、冒頭の五図はこの時期 記録と推定される。次に、第９図には「二月」と記される。また後述するように、第
（（図は頼山陽らと共
に嵐山で観桜した天保二年三月十二日の記録と考えられる。最後に、第
（（図には熱田で山本梅逸（一七八三︲一八五六）らと舟遊びをし
た日が「辛卯（天保二年）七月廿又二日」と明記され
る
）11
（
。以上から、
前半部は天保元年秋から翌 秋くらいまでの旅に関わる記録と推定される。　
続いて、後半部は高松沖（１）に始まる。この図の題詩に「従浪
花将赴崎陽、舟中望故郷山」とあり、赤馬関（２）以降には九州地名が記される。すなわち、諫早（３） 長崎（４） 、浦上（５） 、茂木（６） 、口之津（７） 、天草沖（８、９） 、三角
（0） 、松合
（
（（） 、新田（
（（） 、八代（
（（） 、田浦（
（（） 、津奈木（
（（） 、佐敷
（
（（） 、水俣（
（（） 、阿久根（
（（） 、野間原関
（（） 、薩州（
（0︲
（（） 、
桜島（
（（） 、鹿児島（
（（） 、開聞岳（
（（） 、坊津（
（（）と続き、薩州
（
（（︲
（（）に終わる。
　
後半部の旅の時期だが、第２図の題詩に「今春東都大火、予家已
罹災」とあることから、本図が文政十二年三月以降から年末までの間に描かれたことがわ る。また、第４図には「九月十五日長崎秋琴宅」 、第
（（図には「庚寅（天保元年）正月六日經阿久根」 、第
（（図
には「上元（正月十五日） 」 記される。ここでも略 譜を参照すると、林谷の九州地方への旅は、遅くとも天保元年五月までには
図９　「西国順礼詩画帖」から特定しうる旅先  ※具体的な地名が不明の図は除く。
放浪の文人・細川林谷筆「西国順礼詩画帖」について
一六一
終ったことがわかる。後半部の旅程はちょうどこの時期と合致す
る
）11
（
。
　
ところで、 『詩鈔印譜』には西国遊歴に関わる漢詩が多数収録さ
れている。その中でも、 「冨士山上作」 （二首） 「薩州道中三首」 「阿久根」 「舟中望屋島」 題された全七首とほぼ同一の題詩を、本作中の六図に見出すことができ
る
）11
（
。おそらくこれらの題詩を推敲した
ものが、 『詩鈔印譜』に収録されたのではないだろうか。（三）各図の考察　
それでは以上を踏まえ、各図の内容を具体的に考察していく。今
回は、旅の時期が判明するものを中心に六図を取り上げる。《赤馬関図》 （後半部２・
（0）
　
関門海峡を西
向きに遠望して描いたもので、画面右に「赤馬関」 、左下から上に「大里」 「小倉」 帆檣山」とあり、
「瀬戸」を抜けた先に「玄海」灘と「筑前」の山々が見える。海峡の中央には「巌流島」が浮かんでいる。
水災西国火東州
　　
水災の西国
  火の東州
災後漂流偶繋舟
　　
災後漂流し
  偶々舟を繋ぐ
何事半宵風雨急
　　
何事か
  半宵にして風雨急なり
復将傾赤馬關頭
　　
復た将に傾かんとす
  赤馬關頭
　
続く題には「赤馬関夜宿、去年西国洪水、今春東都大火、予家已
罹災、予到時暴風甚雨、故句中及之」とある。 「西国洪水」とは子年の大風による水害を指すと思われる。文政十一年八月に襲来したこの大型台 は、中国・九州地方に甚大な被害をもたらした。 「東都大火」は、西国遊歴の契機となった己丑の大火である。夜中、赤馬関沖の舟上で遭遇した暴風雨は、災害への恐怖を林谷に想起させたのかもしれない。《長崎図》 （後半部４・図
（（）
　
朱旗を翻す唐
船が停泊する長崎湾の景。画面右に「イナサ」（稲佐山） 、左に「大徳寺」が見える。画面下方、 「波戸場」
図10　「赤馬関図」
図11　「長崎図」
一六二
の脇に見える台に載った丸い物体は、いわゆる「大波止の鉄玉」である。まず第一首は「九月十五日長崎秋琴宅、与諸子分韻得山」と題され
月明幾度照襄顔
　　
月明幾度びか襄顔を照らす
客裏為家猶未還
　　
客裏家と為し
  猶ほ未だ還らず
好酒好花多好友
　　
好き酒好き花
  好き友多し
行蹤到處是郷山
　　
行蹤到る處
  是れ郷山なり
　「秋琴」とは、長崎奉行所の波止場役を務めた諸熊秋琴（一八〇〇︲六六）のことで、 『帰去来印譜』 （一八二七年序）所載 林谷先生小像」 （図１）の筆者でもある。当夜は秋琴宅で宴会が開かれたのだろう。林谷はいかにも賑やかに「旅先を家と思い、まだ故郷には帰らない」 「行く先々が私の郷里なのである」と詠い上げる。これに続く漢詩「宿諸熊秋琴宅」 は、打って変って寂漠 した調子がある。
残燈一點影冷々
　　
残燈一點
  影冷々たり
暁月浮湾映曲欞
　　
暁月湾に浮かび
  曲欞に映ず
心事撹来空聴尽
　　
心事撹来
  空しく聴き尽くす
蘭舩二十四時鈴
　　
蘭舩二十四時の鈴
　
ただ一つ灯る燈火の明かりは冷え冷えとして、夜明けに残る月は
水面に浮び、連子窓を青白く照らしている。去来する様々な思いに心乱され、時を知らせる蘭船の船鐘を一昼夜聴き尽くしてしまった。《坊津図》 （後半部
（（・図
（（）
　
薩摩半島南西
端に位置し、現在でも景勝地として名高い坊津を俯瞰して描ている。 『三国名勝図会』 （一八四三年序）巻
二十六のうち「坊津港」には、 「網代浦の西は陸地より西北海中へ大巌突出すること三、四十間、大巌を距ること二間ばかりに双剣石屹立、双剣石雌雄ありて（下略） 」とあ
る
）1（
（
。画面左側にそびえる二
柱の岩がこの双剣石なのだろう。
東海之邊西海濱
　　
東海の邊
  西海の濱
三名勝裏是坊津
　　
三名勝裏
  是れ坊津
欲非遊客斯探討
　　
遊客にあらざらんと欲せば
  斯ち探討す
争
共可
0
論山水真
　　
争ひて共 論ずべし
  山水の真
図12　「坊津図」
放浪の文人・細川林谷筆「西国順礼詩画帖」について
一六三
　
単なる物見遊山を嫌って坊津の地を探り回った林谷は、眼前の奇
景に対して「共に山水の真を議論しようではないか」と呼びかけている。《高松図》 （前半部７・図
（（）
　
九州を遊歴し
た後、二十年振りに高松に帰郷した林谷は、数ヶ月にわたって同地に滞在し、但馬来山や六車杏隠、久家暢斎
といった友人と旧交をあたためた（注
（（参照） 。やがて新春を迎え
た後、 よいよ高松を出港し、京都へと旅立った。 「留別故郷諸子」と題された漢詩には、慣れ親しんだ故郷の山河と旧友たちとの惜別の情がにじんで る。
水光山色自相親
　　
水光山色
  自ら相ひ親しむ
况復故郷多故人
　　
况や復た
  故郷に故人多し
二十年来談未了
　　
二十年来の談
  未だ了らず
生離別豈不前因
　　
生離別
  豈に前因あらずや
　
海上に浮かぶ一隻の帆船には、 「朱衣」を着ている人物が見える。
その姿は、高松城の後方にそびえる屋島と五剣山を顧望するかのようである。《嵐山図》 （前半部
（（・図
（（）
　
天保二年三月
十二日、当時京都三条橋に寓居していた林谷は山陽、竹田、僧・雲華（一七七三︲一八五〇）と共に嵐
で観桜し
た
）11
（
。これに先立つ同年二月下旬、山陽の誘いを受け、林谷
は大和と伊賀の国境に位置する月瀬へ探梅の旅に出ている。こ 月瀬行には竹田と雲華も誘われていたが、都合悪く叶わなかった 嵐山での観桜 、どうやらその埋め合わせだったようであ
る
）11
（
。
　
画面右下、ゆるやかな丘に沿うようにして四人の人物が描かれる
が、ここでも一番上に座る人物が「朱衣」を着ているのが見てとれる。渡月橋が架かる桂川を隔てた対岸の山、は紅色の桜に色づいいる。雲華がまず一首を詠じた。
図13　「高松図」
図14　「嵐山図」
一六四
隔水香風雑軟塵
　　
水を隔て
  香風軟塵に雑はる
三年不見此溪春
　　
三年見ず
  此の渓の春
桜花好在相迎醉
　　
桜花好ましく在り
  相ひ迎へて醉ふ
况又同行有故人
　　
况や又た
  同行に故人有り
これに対して、林谷が以下のように次韻し
た
）11
（
。
腕下寸田刀拂塵
　　
腕下寸田刀塵を拂ふ
三年萬里客中春
　　
三年の萬里
  客中の春
對花醉倒君
莫゛
笑
休
　　
花に對し醉ひ倒る
  君笑ふことを休めよ
身是東都災後人
　　
身は是れ
  東都災後の人
　
題に「与雲華山陽曽遊嵐山、後偶邂逅竹田、再約為此遊、雲花有
作、戯次其韻、林谷山人」とあることから、竹田を除く三人が数年前にも嵐山で観桜したことがわかる。林谷は桜花に対して「酔い潰れた姿を笑わないでくれ」 「私は東都災後の人なのだから」と語りかけている。《富士山図》 （前半部
（（・図
（（）
　
ごつごつとした溶岩の突出する富士山の火口を、上空から俯瞰し
て描いている。これと同趣向の富士山頂図としては、小泉斐（一七七〇︲一八五四）の『富嶽写真』 （一八四六年刊）がつとに知られ
る。本書の基となった「富嶽真状」 （東京都立中央図書館蔵）は、寛政七年（一七九五）に斐自身が富士山を登頂した時に
描いた写生図を集めたもので、中でも山頂図は制作当時から注目を集め、谷文晁（一七六三︲一八四〇）を始め数多くの画家によって模写され
た
）11
（
。林谷もまた、斐の写生図やその模写を見たことがあり、
富士登頂への願望を抱き続けてい のかもしれない。まず第一首は「宿富士山上」と題され
る
）11
（
。
風雨動山々欲傾
　　
風雨山を動かし
  山傾かんとす
潜身石室待天明
　　
石室に潜身し
  天明を待つ
終宵驚恠九重上
　　
終宵驚恠す
  九重の上
聴作波濤打岸聲
　　
聴き作す
  波濤の岸を打つ聲
　
林谷は富士山頂の石室で夜を過ごしたようである。そのあまりに
激しい天候に対して「山上にいる筈なのに、どうして大波が岸壁を打ち砕くような音が聴こえるのか」と驚愕している。
図15　「富士山図」
放浪の文人・細川林谷筆「西国順礼詩画帖」について
一六五
金剛杖健度孱顔
　　
金剛杖健やかに孱顔を度る
即是扶桑第一山
　　
即ち是れ
  扶桑第一の山
絶頂摩天無可仰
　　
絶頂天に摩り
  仰ぐべきもの無し
只看雲霧隔人寰
　　
只だ看る
  雲霧の人寰を隔つるを
　
第二首に続く題には「予曽有登富士、山上作今偶浮胸間、幸以空
紙寫之」とある。つまり、富士登山の最中には漢詩を書き記す余裕がなかったが、今ふとその漢詩が思い起こされたので、手元の紙に写したのだという。金剛杖を手に険しい山道を登りきった林谷は、雲霧によって人間界から隔絶された山頂の景に圧倒 ようである。
おわりに
 　　
  林谷の「順礼帖」と「朱衣者」
 　　
　
江戸以西に集中する地名、既存の資料から確認できる旅程との整
合性、 『詩鈔印譜』に収録された漢詩との共通点を踏まえると、本作は文政十二年三月以降の西国遊歴の旅行記であると考えられる。ここで興味深いことに、林谷は実際に旅行記をつけていたと言う。縑洲の「遺稿序」には、以下のような記述がある。
山人別有
二順禮帖者
一、一日出眎
レ予、蓋其探
二奇於四方
一也、佳
區名寰、窮陬僻境、隨
レ遇即畫
レ之、以當
二行紀
一者、凡數百頁、
訢賞竟
レ日、而帖中間有
下一二筆氣不
レ類
二山人
一者
上、予質
二之山
人
一、山人曰、偽筆耳、屢被
レ
奪、屢被
レ
補、又質頁頁必著
二
朱
衣者一人
一何也、曰、山人耳、予曰、我朱孔陽者非耶、哄然一
笑
、
）11
（
　
これを抄訳すると、林谷はある日「順礼帖」を私に見せてくれた。
どうやら林谷は奇勝を求めて各地を旅したようである。景勝や辺境の地が描かれ、旅行記に当るものはおよそ数百頁にも及んでいる。その中には、林谷の画風とは異なる図が間々あっ 。わけを訊ねると、林谷は「それは他人が私の真似をし 描いたものである。度々奪われ 度々補われたのだ」と答えた。私がさらに「各図には必ず朱衣を着た人物が一人描かれていますが、これは誰ですか」と訊ねると、林谷は「それは私だ」と応えた。そこで私が「それではあなたは若殿様になりません
か
）11
（
」と言うと、林谷は声を上げて笑った。
　
この記述から、本作にしばしば描かれる朱衣を着た人物が、林谷
自身を表していたことがわかる。実際、六十二図中十七図に「朱衣者」が見てとれる。その姿は、は かに海を見渡す砂丘 上を馬に乗って歩く、雪中の侘しい山居から窓外を見やる、雲よりも高い山の絶頂に一人安座し眼下の景を眺める、――など様々である。これを考慮すると、本作は単な 旅行記で なく、数百頁に及んだという「順礼帖」の 部であった可能性が高いと言える。題詩 おびただしい推敲 跡があることも、本作が完成品 は 一種 手
一六六
控えとして林谷の手元に置かれていた可能性を示唆している。　
生涯を旅に捧げた林谷の原動力というべきものを、縑洲は「探奇
の志」と表現した。文字通りには「奇景を探りたいという思い」と解されるが、林谷の略歴を眺めるにつけ、果たしてその内実は何だったのかと思われてくる 林谷が「順礼帖」の山水図に自分自身の様々な姿を描き込んでいたという事実は、これを考えるための手掛かりとなるかもしれない。 「西国順礼詩画帖」 、西国遊歴の実態を明らかにす と共に、旅先 出会った数々の自然を前に詩を詠み、絵 描くこ を通して、自己を見つめつづけたであろう文人の横顔を照らし出している。
注
（１）

堀純子「印聖・細川林谷について」 （高松大学・高松短期大学生涯学習
教育センター屋島カレッジセミナー、二〇一〇年）
（２）

河野元昭「細川林谷筆
　
浅間山真景図」 （ 『國華』第一一六五号、一九九
二年）
（３）

拙稿「細川林谷筆『探梅巻』について」 （ 「會津八一コレクションの近世
書画」展カタログ、早稲田大学會津八一記念博物館、二〇一〇年） 、拙稿「細川林谷筆『探梅巻』 （會津八一コレクション）にみる旅と交友の記録」（ 『早稲田大学會津八一記念博物館研究紀要』第一三号、二〇一二年）
（４）
 「遺稿序」に基づく林谷の伝記研究としては、古川修「細川林谷」 （ 『中央美術』第一四九号、一九二八年） 、加藤増夫「林谷・細川潔―讃岐の文人・篆刻家―」 （ 『日本美術工芸』第二六九号、一九六 年） 、水田紀久訓読校注「日本印人伝」 （中田勇次郎編『日本の篆刻』 、二玄社、一九六六年） 、 ２前掲論文などがある。
（５）

細川林谷著『詩鈔印譜』 （一八四六年序、早稲田大学図書館蔵本）所載、
阿部縑洲著「林谷山人遺稿序」一丁表裏、三丁裏を参照。
（６）

戦前の林谷墓については、飯田米峰「随筆
　
細川林谷」 （ 『讃岐史談』第
六巻第一号「細川林谷研究号」 、一九四三年） 小西和「林谷先生の墓を展して」 （同右所載）に報告がある。
（７）

注４水田氏前掲論文二九六頁を参照。山田啄訳注『東洋文庫四二〇
　
慊
堂日暦六』 （平凡社、一九八三年）二二六頁より引用。
（８）

富士川英郎・松下忠・佐野正巳編『詞華集
　
日本漢詩』第二巻（汲古書
院、一九八三年）所載、菊池五山編著『五山堂詩話』正編四九八頁より引用。
（９）

森銑三・中島理壽編『近世人名録集成』第一巻（勉誠社、一九七六年）
四一頁より引用。
（
（0）
森銑三・中島理壽編『近世人名録集成』第二巻（勉誠社、一九七六年）
一五頁より引用。
（
（（）
高橋博巳編集・校訂『 ［定本］日本絵画論大成』第七 ぺりかん社、
一九九六年）四七一︲二頁より引用。なお、引用文の訓点は 坂崎坦編『日本畫論大觀』中巻（アルス、一九二九年）一七五二頁を参照して補った。
（
（（）
注２前掲論文、高橋博巳「竹田画論の周辺」 （注
（（前掲書所載）などが
ある。
（
（（） 『大分県先哲叢書
　
田能村竹田
　
資料集
　
著述篇』 （大分県教育委員会、
一九九二年）所載『竹田印譜』四 四 、および『大分県先哲叢書
　
田能
村竹田
　
資料集
　
絵画篇』 （同右）所載「亦復一楽帖」の釈文四六一頁を
参照。
（
（（）
徳富猪一郎・木崎愛吉・光吉元次郎編『頼山陽書翰 』下巻（名著普及
會、一九八〇年）所載、頼山陽から橋本竹下・亀山夢研等へ宛てた天保元年六月二六日付けの書簡三七〇頁より引用。なお、引用文の訓点は同書の記載に従った。
放浪の文人・細川林谷筆「西国順礼詩画帖」について
一六七
（
（（）
図２の題詩は「雪裏氷中去不留
　
行程数里疾於身
　
連山疊々波濤上
　
九
折灘頭得自由
　
乗雪車従會津到二本松途中」と記される。図４は題だけが
異なり、 「乗雪車出北越山中作」と記される。
（
（（）
細川林谷筆「朱竹図」一幅（個人蔵）による。
（
（（）
有馬清平「林谷山人小傳 （注６前掲書所載）六〇頁を参照。
（
（（）
大原東野編『名数画譜』 （一八一〇年序、早稲田大学図書館蔵本）中巻
二丁表、下巻一九丁表を参照。
（
（（）
細川林谷筆「馬関山水図」一幅（高松市歴史資料館蔵）による。
（
（0）
細川林谷筆、頼山陽・頼杏坪賛 隅田川真景図」一幅（個人蔵 による。
（
（（）
細川林谷著『帰去来印譜』 （一八二七年序、個人蔵本）下巻二七丁裏を
参照。
（
（（）
注５前掲書一二丁表を参照。
（
（（）
細川林谷筆「林谷山人紀遊漫画」全三五枚、同 碓氷関図」一幅、同
筆「姨捨図・北越山中図」対幅（全て高松市歴史資料館蔵）による。
（
（（）
典拠は注
（（に同じ。
（
（（）
細川林谷筆「梅渓書屋図」一幅（高松市歴史資料館蔵）による。
（
（（）
典拠は注
（（に同じ。
（
（（）
細川林谷筆、久家暢斎賛「竹石図」 幅（高松市歴史資料館蔵）による。
（
（（）
関藤成章著『藤陰舎遺稿』 （関藤國助、 九一一年）所載 遊月瀨記」
を参照。
（
（（）
徳富猪一郎監修、木崎愛吉・頼成一編『頼山陽全書
　
詩集』 （頼山陽先
生遺蹟顕彰會、一九三二年）七一三頁を参照。
（
（0）
細川林谷筆「探梅巻」一巻（早稲田大学會津八一記念博物館蔵）による
（
（（）
徳富猪一郎・木崎愛吉編『頼山陽書翰集』続編（名著普及會、一九八〇
年）所載、頼山陽が小石元瑞に宛てた天保二年四月二日付の書簡四〇八︲九頁を参照。
（
（（）
典拠は注
（（に同じ。また、徳富猪一郎監修、木崎愛吉・頼成一編『頼山
陽全書
　
文集』 （頼山陽先生遺蹟顕彰會、一九三一年）六一八頁も参照。
（
（（）
注
（（前掲書所載、頼山陽が日野南洞へ宛てた天保二年四月七日付の書簡
三七〇頁を参照。
（
（（）
注５前掲書一丁裏︲二丁表を参照。
（
（（）
堀純子編「旅する文人
　
細川林谷―その書画と篆刻―」展解説シート
（高松市歴史資料館、二〇〇九年）所載「細川林谷略年譜」を参照。
（
（（）
細川林谷筆「月瀬梅林詩画帖」全一四面（高松市歴史資料館蔵）による。
（
（（）
津島北溪著、篠島満訳『高岡市古書古文献シリーズ第九集
　
高岡詩話
（現代語訳） 』 （高岡市立中央図書館、二〇〇五年）七四頁を参照。
（
（（）
細川林谷筆「竹蘭石図」一幅（高松市歴史資料館蔵） 、および注５前掲
書二丁表を参照。
（
（（）
細川林谷筆「奇石図巻」一巻（個人蔵）による。
（
（0）
注５前掲書二丁表︲三丁裏を参照。なお、人見傳藏「高久靄厓雜爼」
（ 『南画鑑賞』第一一巻第一号、一九四二年）に紹介された諸資料から、同年の大坂にて、林谷が浦上春琴や小田海僊、高久靄厓らと書画展観を催したり、岡田半江や靄厓らと酒宴を開いたことがわかる。
（
（（）
細川林谷筆「中国山水図巻」一巻（個人蔵）による。
（
（（）
細川林谷筆「山水図巻」一巻（個人蔵）による。
（
（（）
細川林谷筆「山水図巻」一巻（高松市歴史資料館
（
（（）
細川林谷筆「 人自画賛竹図巻」一巻（高松市歴史資料館蔵）によ
る。
（
（（）
注
（0前掲書所載『當時現在
　
廣益諸家人名録』五三頁を参照。
（
（（）
大槻磐溪著『始有盧日記』 （一八四〇年、宮城県図書館蔵）一 表
照。
（
（（）
前半部第１図の題詩に「来山宅小集、与諸子賦得漁村間事」とある。
「来山」は高松藩表医師・但馬来山（一七八九︲一八三四）を指す。第２図には「杏隠宅、与諸子
同
寒
賦
夜
雪゛
意゛
」とある。 「杏隠」は高松藩表医師・六
車杏隠（？︲一八三三）を指す。第６図には「暢斎宅、与諸子分韻賦冬暖」とある。 暢斎」は高松藩儒・久家暢斎（一七九一︲一八四四）を指
一六八
す。前半部第５図に「高松客中、与諸子分韻賦除夜」とある。前半部第７図の詳細は本文参照。
（
（（）
前半部第
（（図に「辛卯七月廿又二日、梅逸龍山蘆洲茗園凌雲同泛舟逐凉、
到熱田浮天楼、
偶゛
韻
分
偶作」とある。 「龍山」は藤堂龍山（一七六九︲一八
四四） 、 「凌雲」は龍山の子で梅逸門人の藤堂凌雲（一八〇九︲八六）を指す。 「蘆洲」は長澤蘆洲（一七六七︲一八四七）を指すか。 「茗園」は詳細不明につき、識者の御教示を賜りたい。
（
（（）
前半部と後半部の旅程は時期的に相前後する。現在の表装に改められた
際に順序が錯綜したと推測されるが、詳細は不明である。
（
（0） 『詩鈔印譜』中の「冨士山上作」 （二首）が前半部第
（（図に、 「薩州道中
三首」が後半部第
（（・
（（・
（（図に、 「阿久根」が後半部第
（（図に、 「舟中望
屋島」が後半部第１図に対応する。
（
（（）
朝倉治彦編『日本名所風俗図絵
　
一五
　
九州の巻』 （角川書店、一九八
三年）所載『三国名勝図絵』四四六頁より引用。
（
（（）
前半部第
（（図に「余今春在洛三條橋邊」とある。
（
（（）
嵐山観桜の前日、知恩院で竹田と偶然再会した時、山陽 竹田の月瀬行
不参をなじっている。木崎愛吉編『頼山陽詩集』 （淳風書院、一九三〇年）一九︲二〇頁を参照。
（
（（）
起句にあたる「腕下寸田刀拂塵」は、篆刻によって俗塵を払うというよ
うな意味かと思われるが、明確ではない。識者の御教示を賜り い
（
（（）
相沢なぎさ「文人画家による富士山真景図
　
谷文晁『富士山中真景全
図』をめぐって」 （一） （二） （ 『古美術』第七四・七五号、一九八五年） 、内山淳一「百富士図をめぐって―江戸時代後期の風景趣味と絵画―」（ 『仙台市博物館調査研究報告』第二一号、二〇〇一年 を参照。
（
（（）
本図の題詩二首とほぼ同じものが、注５前掲書一五丁表に「冨士山上
作」と題して「金剛杖健度孱顔
　
上得扶桑第一山
　
絶頂摩天無可仰
　
俯看
雲霧隔人寰」 「風雨動山々欲傾
　
潜身石室待天明
　
終宵只怪雲峰上
　
貫耳
波濤打岸聲」とある。
（
（（）
注５前掲書二丁裏︲三丁表より引用。
（
（（）
注２前掲論文二七頁を参照。 「我朱孔陽者非耶」は、 『詩経』の「我が朱
は孔だ陽やかにして公子の裳と為す」を踏まえているという。謝辞
　
林谷の作品調査にあたっては、高松市歴史資料館の山本英之氏、多田徳恵氏
をはじめ、数多くの皆様に大変お世話になりました。また、本稿の執筆にあたって 、成澤勝嗣早稲田大学文学学術院准教授よりご指導を頂きました。ここに記し 、厚く御礼申し上げます。
